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Ⅰ　問題の所在と研究目的 

　多くの離島では，交通の不便さを解消するため

に様々な対応がなされてきた．大型船や高速船の

導入や，港湾の整備などにより，航海時間の短縮

や欠航率の低下，さらには船の乗り降りが容易に

できる浮桟橋の設置などにより，交通の利便性が

著しく向上した．しかし，台風や時化による欠航

により島外への往来が寸断されるだけでなく，平

常時においても夜間の臨時便の運航は不可能また

は困難な場合が多い．急患発生時などの緊急時は，

ヘリコプターの要請が必要となり，また，万一島

内で事件が発生しても，架橋されていない小規模

離島では警察官が翌日島外から来島することもあ

る．これらのように，陸続きでないため生活上の

不便さは，避けてとおることができないのが現状

である．

　この解決策として架橋が上げられるが，島民は

架橋に対してどのような意識を持っているのであ

ろうか．架橋について，既に多くの研究が行われ

ており，離島と親島
1）が架橋されることによるメ

リットとして，交通の制約から解放され，医療や

流通の問題の改善や交流人口の増加が上げられ，

島民の生活環境に著しい変化をもたらす．さらに

島民だけでなく島外からの帰省や訪問の際にも便

利になる．離島に居住し，架橋された親島への通勤・

通学が可能となることもあり，人口流出に歯止め

がかかり，島外に流出した人々を還流させたいと

いう架橋効果への期待が大きかったと思われる
2）． 

　一方，架橋によるデメリットとして，犯罪や交
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摘　要

　鳩間島は西表島の北に位置する島である．人口約 50 人の離島で，過疎化により島の子どもがいなくなり，

廃校を阻止するため親戚の子どもや，沖縄島から里子を，さらには「海浜留学」という形で全国各地から

子どもを受け入れてきた．海浜留学生として，都会から鳩間島へやって来た少女を主人公としたテレビド

ラマ「瑠璃の島」の放映後，観光客が急増した．鳩間島における架橋に対する島民意識について調査を行っ

た結果，回答者 31 人の内訳は，橋は必要が 10 人，橋は不要が 20 人，分からないが 1 人であった．架橋

により便利になるとの指摘が一部であるものの，橋が架かることによる環境の悪化に加えて，日帰り観光

客が増加し，宿泊客の減少が懸念され架橋に反対との意見が多くみられた．その他に，架橋の必要性がな

いなどの回答があった．属性による比較を行った結果，観光関連就業者が架橋による環境の悪化や宿泊客

の減少，島であることが観光資源としての魅力であるため，架橋を否定的にとらえる傾向が強いことが分

かった．
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通事故の増加，家庭ゴミを島に放棄するゴミ問題，

地域内就業者の減少，島内の宿舎で暮らしていた

学校教職員も通勤が可能となり，特に休日の活動

などに理解や協力が得づらくなったこと，港を結

節点とした島のコミュニティの弱体化などが上げ

られる
3）．

　これらのように，既存の多くの研究は，架橋に

よるメリットと同時にデメリットが生じることを

指摘している．一方ごくわずかであるが，架橋に

よるメリットまたはデメリットの片方のみを指摘

した研究がある．メリットのみを指摘した研究と

して，五味（1984）は，石川県の能登島において，

交通時間の短縮や交通費の節減がはかられたこと，

町外への若年層の流出に減少傾向がみられ，町内

から町外への通勤の可能性を指摘し，社会面では

当初心配されたほどのマイナス面の変化はみられ

ないと述べている．また，堀本（2012）は，沖縄

県伊平屋村野甫島と伊平屋島との架橋について，

野甫島居住の全成人を対象に調査を行った．その

結果，回答者全て（58 人）が架橋を肯定的に捉え

ている．既に生活の一部になっている野甫大橋は，

伊平屋島への通勤のほか，買物，診療所，郵便局，

幼稚園，保育所，沖縄島（以下沖縄本島とする）

へ行く船が運航している港へ行くには必要不可欠

である．一方，架橋によるデメリットのみを指摘

した研究として，大見（1988）がある．本四架橋

の児島・坂出ルートにある岩黒島は住民の車です

ら自由に出入りできない構造になっており，「橋げ

たの島」と悪評されていると述べ，環境の悪化は

あっても架橋によりほとんど便利にならない数少

ない例であると述べている
4）．

　これらの既存の多くの研究は，架橋のメリット，

デメリットについて詳細に記述されているが，具

体的な数値に基づいた研究は非常に少ない．さら

に，調査にあたり全数調査もしくは無作為抽出を

行っていない研究も散見されるが，調査対象者の

選定は重要な意味を持つと考え，筆者は沖縄県の

小規模離島において，全成人を対象に調査を実施

してきた．ただし，未成年者については , 最年長

が中学生であるため，質問内容から調査対象外と

した．

　具体的には，堀本（2011）の本部町水納島と宮

古島市大神島の架橋に対する島民意識の比較，堀

本（2012）の伊平屋村野甫島における伊平屋島と

の架橋に対する島民意識について，堀本（2013b）

の座間味村慶留間島における阿嘉島との架橋およ

び阿嘉島から座間味島までの架橋に対する島民意

識についてである．これらの研究では，親島が沖

縄本島や宮古島のように人口規模が大きいと架橋

に対して否定的に捉え，親島が伊平屋島や阿嘉島

のように人口規模が小さいと架橋を肯定的に捉え

る傾向がみられた．しかし，西表島のように人口

規模は大きくないが，入域観光客数が著しく多い

場合，親島との架橋に対して鳩間島民はどのよう

に考えているのか，さらに水納島と同様に観光地

化している島の場合，島民は親島との架橋を否定

的に捉える傾向があるのか否かについて考察を行

う．わずか 5.4 ㎞離れた西表島には，診療所，歯科

医院，比較的品揃え豊富な複数の売店，飲食店な

どがある．さらに，時化で石垣島と西表島を結ぶ

船が冬期 1 週間近く欠航することがある．このよ

うな状況の中で，鳩間島民は架橋を望むのか否か

について全成人を対象に，性別，年齢別，出身地

別（島内出身・島外出身），居住期間別（鳩間島で

の通算居住期間），職業別（観光関連就業者・その他）

により属性比較を行う．

　ところで，架橋に対する既存のほとんどの研究

は，架橋後の島の変容を取り上げたもので，架橋

が行われていない島における架橋に対する島民意

識について分析した研究は少なく，わずかに前述

の堀本（2011）および堀本（2013b）の研究が見受

けられる．既存の多くの研究のように架橋後の島

の変容を考察することにも重要な意義はあるが，

架橋が行われていない島における，島民の架橋に

対する意識を考察することも必要と考えた．本研

究では，急激に観光地化した沖縄県竹富町鳩間島

における架橋に対する島民意識について，考察を

行う．

　本研究の目的は，仮に西表島との架橋の話があっ

た場合，鳩間島民の架橋への賛否，架橋が行われ

ると島がどのように変容すると考えているのか，

架橋の賛否に対して属性による差異がみられるの

か否か，差異がみられる場合はその要因について

解明することである．
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Ⅱ　調査方法

1．調査方法と質問項目

　現地調査は，鳩間島居住の全成人を対象に，

2010 年 9 月に実施した．調査方法は，対面調査ま

たは後日アンケート用紙を回収する方法から回答

者が選択した．本研究では , 回答者の属性に関する

こと，「西表島との架橋は必要か否か」および「そ

の理由（複数回答可）」について考察する．

2．回答者の属性と属性グループ

　調査は , 鳩間島居住者 47 人のうち，小中学生を

除く 20 歳以上の 41 人を対象とし，31 人から回答

を得た（有効回答率 75.6％）．回答者の年齢構成は，

20 歳代 2 人，30 歳代 3 人，40 歳代 2 人，50 歳代

9 人，60 歳代 9 人，70 歳代 5 人，80 歳代 1 人であ

る．回答者の職業は，民宿（食堂・喫茶を併設し

ている場合を含む）13 人，学校教職員 6人，食堂・

喫茶 4 人，売店 2 人，観光業（マリンスポーツ），

郵便局長，農業，水道の集金各 1 人，無職（年金）

2 人で，民宿をはじめ，観光客の利用の多い食堂・

喫茶従事者なども観光関連就業者とした．

　回答者は男性 19 人，女性 12 人，年齢は，60 歳

以上 15 人，60 歳未満 16 人である．出身地は，島

内出身 13 人，島外出身 18 人で，後者は学校教職員，

鳩間島出身者の配偶者，移住者などである．通算

居住期間は，15 年以上 15 人，15 年未満 16 人，職

業は，観光関連就業者 20 人，その他 11 人である．

本研究では，性別，年齢別，出身地別，居住期間別，

職業別の 5 つの属性グループに整理し，調査結果

を属性グループごとに比較検討する（表 1）．

　性別は男性 19人に対し，女性 12人と男性が多い．

筆者が鳩間島民を対象に過去 2 回，別のテーマで

調査を行った時は，性別による居住者数の差異は

ほとんどみられなかった．移住者が多い鳩間島の

居住者数および内訳は常時変動しており，調査当

時，単身の男性移住者が多かったことによる．次に，

年齢別では，学校教職員の数に大きく影響を受け，

子どもの数が多くなると，比較的若い教職員が増

加し島民となり
5），近年は小中学生の子どもと共に

家族で移住する傾向がみられ，保護者を含め島民の

年齢構成が若くなる．本研究の調査当時は小中学

生の数が比較的少なく，教職員の数も減った結果，

年齢層が高くなっている．出身地別では，島外出

身者の比率が比較的高い．移住者を積極的に受け

入れる傾向が強いこと，学校存続を強く望む島民

が多く，特に小中学生または未就学児のいる移住

希望者はなおさら歓迎されている 6）．居住期間は島

外出身者が多くなると，比較的短くなる傾向がみ

られる．また，職業別では，年々民宿の数が増え，

観光関連就業者の比率が高くなっている．民宿以

外に，観光客の利用が多いマリンスポーツ業，食

堂・喫茶，売店従事者も観光関連就業者に含めた．

その他の職業は，学校教職員が最も多く，郵便局長，

農業，水道の集金，無職（年金）である．

Ⅲ　研究対象地域の概要 

　鳩間島は，沖縄県竹富町に属し西表島の北約 5.4

㎞に位置する（図 1）．人口約 50 人の島に小規模な

がら宿泊施設が 10 軒あり７），マリンスポーツ業も

行われている．また，観光客を主たる対象者とし

た食堂・喫茶もあり，2000 年代後半から鳩間島は

急激に観光地化している（図 2）．集落は島の南側

1 ヶ所で，戦前の鰹漁の盛んな頃には，狭い集落に

数百人が暮らしていた．鳩間島の人口は，1949 年

に 700 余人でピークとなり
8），その後は減少を続

けていく．本土復帰から 2 年後の 1974 年春には 21

人にまで減少し，この段階で島民は廃村を現実の

ものとして意識するようになった
9）．人口減少の

要因は，主産業であった鰹が獲れなくなったこと，

男性 女性 60歳以上 60歳未満 島内 島外 15年以上 15年未満 観光関連 その他

19 12 15 16 13 18 15 16 20 11

性別 年齢別 出身地別 居住期間別 職業別

表 1　回答者の属性
単位：人

( 現地調査に基づき筆者作成 )．
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大型台風や干ばつなどの自然災害の影響を受けた

こと
10），水道や電気の供給の遅れ（水道は 1980 年

まで引かれず，電気は 1983 年まで時間制限給電），

1960 年代初期から日本本土が高度経済成長期を迎

え，労働力の需要が増え若年層に加えて壮年層ま

でもが島を離れ，挙家離村したことなどである
11）．

2001 年以降，居住者数は一旦増加に転じたが，そ

の後島外からの移住者が相次いで転出したことが

大きく影響して激減した．島の主産業であった鰹

漁業の不振により，経済活動が停滞していた時期

があったが，現在は観光が島の主産業となってい

る．

　高台にある鳩間中森は島内の数少ない名所旧跡

で，灯台と遠見台があり，頂上から西表島を鮮明

に見ることができる．そのすぐ近くにある祭事が

行われる友利御嶽をはじめ，島内には多くの御嶽

がある．

　鳩間島には，診療所，交番，消防署などはなく，

鳩間コミュニティーセンター（鳩間公民館）は島

民による自主運営で，公的施設は小中学校のみで

ある．

　一方，1980 年代後半頃から公共工事が盛んに

なり，島内に様々なインフラが整備されていく．

1988 年には老朽化した公民館に代わり鳩間コミュ

ニティーセンターが新築され，1997 年には島内一

周道路が完成し，徒歩 1 時間弱で島を回ることが

できるようになった．筆者が，鳩間島で調査を開

始した 2007 年以降も施設の設置や整備が顕著であ

る。焼却炉，生ゴミ処理機，潮の満ち引きに影響

されることなく船の乗り降りが容易にできる浮き

桟橋，港の待合所などが新たに設置され，生活面

や環境面が著しく改善された．ただし，現在でも

課題となっていることは，浮き桟橋や港の待合所

が整備されても，鳩間・石垣間が欠航になると，

鳩間・上原間も同時に欠航となることである
12）．

鳩間・上原間の波は比較的穏やかで，この間だけ

でも船の運航が可能なことはあるが，船の停泊地，

コストなどを考えると，鳩間・上原間のみの運航

は現状では困難である．船の欠航による島民の生

活に加え，観光客への影響は大きい．観光が主産

業となった現在，船の欠航が入域観光客数の増減

に影響をおよぼし，天候により島民の生活は大き

く左右されている．

　鳩間島では伝統行事である豊年祭や結願祭が行

われるほか，8 月 10 日を読み方にちなんで「ハト

マの日」とするなど，島をあげての行事が活発に

行われている．音楽や芸能活動も盛んで，毎年 5

月 3 日に開催される鳩間島音楽祭には，島民のお

よそ 20 倍となる 1,000 人の来島者があり，9 月に

も 100 人規模の音楽祭が行われている．沖縄民謡

「鳩間節」はこの島から生まれた．同じく沖縄民謡

「芭蕉布」の作詞者・吉川安一も鳩間島出身である．

31.4m

火番盛

鳩間小中学校

0 200m

石垣島
西表島

鳩間島

石垣港

上原港

0 20km

図 1　研究対象地域
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図2 鳩間島の入域観光客数

1996年 ～ 2013年：竹富町ホームページに基づき作成

図 2　鳩間島の入域観光客数

( 竹富町ホームページに基づき筆者作成 )．
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なお，人口約 50 人の島に民謡歌手が数名居住して

いる．

　鳩間島の急激な観光地化は，山村留学に類似し

た「海浜留学」生としてやって来た少女を主人公

とし，2005 年に放映されたテレビドラマ「瑠璃の島」

放映の影響が大きい．海浜留学とは，鳩間島では

個人と個人の契約に基づき，各家庭で子どもを受

け入れ学校へ通わせる制度で，その子どもを預かっ

ている親を「受け親」と言う．海浜留学制度は沖

縄県南城市久高島でもみられるが，NPO 法人が寮

形式で小中学生を受け入れている．これらは，里

親の資格を有し，行政からの依頼で児童施設など

から里子として受け入れている場合とは異なる．

　鳩間島は急激に観光地化したが，「瑠璃の島」放

映の影響だけではなく，高速船の運航開始に伴い

船便が増え，さらに前述の音楽祭をはじめ島や学

校行事に参加または見学する帰省者や観光客がい

ることにもよる
13）．

Ⅳ　鳩間島民の日常生活空間 

　本章では鳩間島民が西表島をはじめ，どこへ，

どの程度，何の目的で往来しているのかについて

調べることで，島民の日常生活空間を明らかにす

る．

　まず，1 年間に島外へ行く回数を尋ねたところ，

具体的な回答があった 27 人のうち，「30 回以上」4

人，「20回以上 30回未満」5人，「10回以上 20回未満」

７人，「5 回以上 10 回未満」4 人，「5 回未満」6人，

「島を出ない」1 人である（無回答 4 人）．

　次に行先については，「石垣島」28 回答，「那覇市」

6回答，「西表島」5 回答，「県外」3 回答，「沖縄本

島」2 回答，「石垣島以外の離島」1 回答である（複

数回答有）．この結果，距離的に近い西表島ではな

く，石垣島へ行く場合が多いことが明らかになっ

た．西表島には，鳩間島にはない診療所，歯科医院，

ある程度品揃え豊富な売店などがあるが，島民の

意識は西表島ではなく石垣島に向いていると言え

る．また，仕事，出張，研修のため西表島へ行く

ことは少ない．研修と回答した全ての者は，石垣

島へ出かけている．親戚や知人が石垣島にいる場

合が多いだけでなく，大きな買い物や，専門医の

いる病院，役場，会合に行くため，時間と経費は

かかっても，西表島ではなく石垣島へ行く者が大

半である．架橋により環境の悪化が予想されても，

便利になるメリットの方がデメリットより大きけ

れば，橋を必要と考える人が増えるはずである．

　次に，島を出る目的については，「買物」15 回答，

「病院・診療所（歯科医院と明記した 2 回答を含む）」

12 回答，「仕事・出張・研修」6 回答，「家族・友

人に会う」5 回答，「帰省」および「旅行」各 3 回

答，「レジャー」および「用事」各 2 回答，「役場」

1 回答である（複数回答有）．

Ⅴ　西表島との架橋の賛否 

　本章では，具体的な架橋の話はないものの，仮

に西表島まで架橋される話があった場合，架橋の

賛否について，またその理由について質問を行っ

た結果を分析する．調査対象者 41 人中，有効回答

を得られた 31 人の内訳は，橋は必要が 10 人，橋

は不要が 20 人，分からないが 1 人である．

　架橋の賛否の理由について，橋は必要と回答し

た 10 人は，「便利になる」10 回答，「観光客の増加」

1 回答である（複数回答有）．前者の内訳は，「いつ

でも行ける」および「急病の時必要・医療機関に

行ける」各 3 回答，「緊急時に必要」および「食材

や生活物品の確保」各 2 回答，そのほかに具体的

な回答ではないが「便利になる」が 2 回答みられ

た（複数回答有）．これらのように架橋によるメリッ

トは便利になることがほとんどである．

　次に，橋は不要と回答した 20 人は，「自然破壊，

生活環境の悪化」8 回答，「日帰り客が増加し，宿

泊客が減少する」，「島のよさ・伝統文化がなくな

る」，「必要性が無い・余計なこと」各 3 回答，「船

の所有者は困る」および「治安が悪化する」各 2

回答，「人口減少」1 回答である（複数回答有）．架

橋によるメリットは便利になることにほぼ集約さ

れたが，デメリットは多岐におよんでいる．「自

然破壊，生活環境の悪化」にまとめたが，これら

には騒音，車の増加，ゴミの不法投棄，島が汚く

なるなども含まれている．また，急激に観光地化

した鳩間島では架橋されると「日帰り客が増加し，

宿泊客が減少する」が 3 回答みられ，入域観光客

数が年間約 35 万人の西表島からの日帰り観光客の

増加は見込まれるが，鳩間島での宿泊客の減少が
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予想される．それは，日帰りが容易になるだけで

なく，堀本（2013a）の指摘のように，鳩間島へは

のんびりと過ごすためにやって来るリピーターが

多いため，客層が異なる日帰り観光客の増加によ

る宿泊客の減少への懸念が考えられる．また，島

であることが魅力で，架橋により島の魅力が激減

する．それと関連する回答である「島のよさ・伝

統文化がなくなる」の 3 回答の内訳は，「橋がない

から，海があるから，文化があり人が来る．橋が

架かると伝統文化がなくなる」，「架橋されると島

でなくなる，不便さがあるから良さがある」，「ス

トロー現象となり島の良さがなくなる」で，架橋

されないことによる島の魅力や，架橋による伝統

文化の喪失を懸念している．これらは，堀本（2011）

の沖縄県本部町水納島における架橋の賛否の調査

においても，「島であることが観光客にとって魅力」

との回答がみられたように，観光地化した離島に

共通することと思われる．

　そのほかに，「船の所有者は困る」が 2 回答あっ

たが，主たる仕事ではないが，傭船を行っている

者が複数いる．西表島への高速船やフェリーが台

風や時化で欠航した時などに依頼があれば，何と

か船を出せる場合に対応している．なお，この回

答は，当人ではなく他の島民からのものである．

橋がなく船が欠航し少々波が高くても，傭船で西

表島まで行くことはできる．その先は，陸路で西

表島上原から西表島東部の大原まで行き，比較的

欠航になることが少ない大原・石垣間を海路で移

動する方法がある．

　一方，回答にあった「人口減少」は，架橋によ

り島外からの通勤が可能となり，学校教職員が西

表島から車で通勤することが考えられる．これは，

堀本（2010b）において，宮古島市大神島の教職員が，

船の欠航が少ないため宮古島から通勤しているこ

とにふれているが，類似したことが推察できる．

また，前畑（2005）は，島内の宿舎で暮らしてい

た学校教職員も通勤が可能となり，特に休日の活

動などに理解や協力が得づらくなったと述べ，架

橋による島外からの通勤による人口減少は起こり

得る．一方，堀本（2012）において，野甫島から

架橋された伊平屋島への通勤者が野甫島の就業者

の約半数を占めるなど，島内に居住し親島へ通勤

できるようになる場合もあり，一概に架橋される

と人口が流出するとは断定できない
14）．西表島に

は，野甫島と異なり，役場などの公的な就労場所

はほとんどなく勤務先は限られるが，かつて鳩間

島に居住し，西表島の会社に自分の船で通勤して

いた例があった
15）．また，鳩間島に居住し，親が

付き添い主に傭船を利用し西表島の幼稚園に通っ

たケースもある
16）．

　さらに，架橋そのものの「必要性がない・余計

なこと」が 3 回答あった．堀本（2013b）による

と，沖縄県の慶留間島民は架橋された慶留間島・

阿嘉島間の建設費用に莫大な金額がかかったこと

を知っており，橋の長さが数倍となる座間味村阿

嘉島・座間味島間の架橋に要する費用を推察でき

るため，架橋そのものの必要性がないとの指摘が

みられた．

　ここで，橋は必要と回答した 10 人について，属

性により比較する．内訳は，男性７人，女性 3 人（男

性 19 人，女性 12 人中），60 歳以上 4 人，60 歳未

満 6 人（60 歳以上 15 人，60 歳未満 16 人中），島

内出身者 3 人，島外出身者７人（島内出身者 13 人，

島外出身者 18 人中），居住期間 15 年以上 4 人，15

年未満 6 人（居住期間 15 年以上 15 人，15 年未満

16 人中），観光関連就業者 4 人，その他 6人（観光

関連就業者 20 人，その他 11 人中）である．調査

対象者数の属性による人数の差異を配慮しつつ考

察すると，男性，60 歳未満，島外出身者，居住期

間 15 年未満のグループでは，橋が必要との回答率

がやや高いが，著しい差異はみられない．

　属性により著しい差異がみられたのは，職業別

に比較した場合である．観光関連就業者が 31 人

中 20 人を占めているにもかかわらず，橋を必要と

考える者は 4 人で，鳩間島の観光は美しい海をは

じめ，自然そのものが大きな観光資源で，架橋に

よる環境の悪化への懸念は特に大きいと思われる．

島であることが魅力で，宿泊客の増加につながっ

ている．堀本（2013a）の鳩間島の観光に関する調

査では，宿泊客の約 93％が県外からの来島者で，

日帰りで観光に来る客は多くはない
17）．さらに，

鳩間島の場合，ほとんどの民宿で，宿のオーナー，

宿泊客，時には島民も加わり毎晩繰り広げられる

おしゃべりにお酒を交えた「ゆんたく」と呼ばれ
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る交流会も観光客にとって大きな魅力で，リピー

ターの宿泊客の増加につながっていると思われる．

　観光地化した鳩間島において，自然保護，宿泊

客の維持，島であることの魅力から，また，用事

の際は西表島ではなく，石垣島まで出かけること

が多く，鳩間・石垣間の船の欠航が多くても，西

表島との架橋を望まない者が多いことが分かった．

特に，観光関連就業者にその傾向が顕著にみられ

た．その一方で，約 3 分の 1 の人が便利になるこ

とから，西表島との架橋を望んでいる．

Ⅵ　まとめ

　既存の多くの研究において，架橋は島の居住者

にとって便利になるメリットと同時に，島外から

の来訪者による騒音，排気ガス，盗難，ゴミの不

法投棄など生活環境の悪化がデメリットとして指

摘されてきたが，本研究でも同様の結果が得られ

た．西表島との架橋を肯定的にとらえる要因とし

て，鳩間島にない診療所，歯科医院，比較的品揃

え豊富な売店が西表島にあるため，架橋により便

利になることが上げられる．また，冬期を中心に

時化で 1 週間程度船が欠航することがあり，食糧

調達を含め橋の必要性はある．

　その一方で，架橋されると入域観光客数が多い

西表島からの昼夜を問わず自由な来訪による生活

環境の悪化が予想され，架橋に否定的な回答が多

い．属性による比較は，観光関連就業者が宿泊客

の減少や，島の魅力が減少するため架橋に反対す

る者が多くみられた．また，年齢が比較的若く，

島外出身者，島内での居住歴が短い者が，便利に

なるため架橋を肯定的に捉える傾向がやや高く

なった．

　鳩間島と西表島は数キロしか離れておらず，西

表島から車や自転車での来島や，仮に架橋後西表

島の東部と西部を結んでいる路線バスの一部が，

鳩間島まで運行されるとさらに鳩間島への日帰り

の来訪者が増加すると思われる．堀本（2013a）に

よると，鳩間島における宿泊客の 62.5 パーセント

がリピーターで，鳩間島の魅力は，「のんびりして

いる・のんびりできる」，「海」，「見るところがない・

何もないところがよい」，「空」の順である．「海」

および「空」の回答はあったが，「見るところがな

い・何もないところがよい」との回答にあるように，

鳩間島でのんびりとした観光を楽しむリピーター

が多い．このような状況の中で，架橋により西表

島からの客層の異なる観光客が急増することによ

り，リピーターの宿泊客の減少が懸念される．

　今後は，既に調査を終えている沖縄県内の野甫

島，水納島，慶留間島，大神島における架橋に対

する島民意識を含め，小規模離島を対象に比較考

察を行っていきたい．

　本研究を行うにあたり，突然の訪問にも関わらず，

鳩間島の 31 人の島民の皆さまに調査にご協力いただき

深く感謝いたします．特に，公民館長の加治工氏から

は住民の実際の居住状況や島の行事，産業構造等につ

いてお教えいただき，そのほかにも多くの島民から鳩

間島に関する情報をいただき厚く御礼申し上げます．

最後になりましたが，終始きめ細かなご指導をいただ

きました琉球大学名誉教授の島袋伸三先生に御礼申し

上げます .

 ( 受付　2014 年 4 月 30 日 )　
( 受理　2014 年 6 月 19 日 )　

注

1）相対的に小規模離島からみて行政，経済，交通の中心で

ある離島を親島という．母島と表記されることもある．

2）本文に記載したことを含め，架橋によるメリットにつ

いては，①堀本（2013b,pp.67-70），②堀本（2012, pp.40-

42）， ③ 堀 本（2011, pp.59-60）， ④ 前 畑（2011, pp.348-

350），⑤宮内（2008, p.331），⑥前畑（2005, p.118），⑦塩

谷（2000, pp.155-157），⑧村上（2000, pp.178-179），⑨五

味（1984, p.21, p.33）に詳しく記されている．

3）本文に記載したことを含め，架橋によるデメリットにち

ては，①堀本（2013b，pp.69-71），②堀本（2011, pp.60-

61），③前畑（2011, pp.350-351），④宮内（2008, p.331），

⑤前畑（2005, pp.112-113），⑥塩谷（2000, p.157），⑦村

上（2000, p.179），⑧大見（1988, pp.29-30）に詳しく記さ

れている．

4）ただし，現在は片側路線のみ島内への車の乗り入れが可

能になったが，反対車線の場合は次のインターまで行き

Ｕターンしなければならない．

5）年度途中も含め子どもの数の変動が多いため，クラス編

成が変わる可能性がある．そのため，臨時的任用の教職

員の採用率が高く，若い教職員が赴任することが多い．
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6）学校がなくなると島が衰退すると考える鳩間島民は，島

の子どもがいなくなっても，親戚の子どもや里子，海浜

留学生，近年は家族で移住してくる子どもたちを積極的

に受け入れ学校を維持してきた．詳しくは，堀本（2009）

および堀本（2010a）を参照されたい．

7）筆者が，別のテーマで調査を行った 2012 年 8 月現在の

数で，近年急激に観光地化した影響もあり，そのうち

6 軒が 2000 年代後半以降の開業である．詳しくは堀本

（2013a）を参照されたい．

8）小濱（1996）による．

9）森口（1999）による．例年 3 月末に教職員の転勤，海浜

留学生の卒業や転校により，4 月初めに教職員や海浜留

学生の転入があるまで，一時的に人口が減少する．

10）森口（2005）による．戦後に限ってみても，大型台風

と大干ばつ襲来等により多くの被害を受けている．鳩間

島を研究対象地域として調査を開始した 2007 年以降に

限っても，台風による家屋の一部倒壊や，学校の体育館

の窓ガラスが割れるなどの被害が続いた．また，宿泊客

のキャンセルなど多くの損失があった．さらに，台風対

策と片付けに要する労力も並大抵ではない．

11）森口（2005）による．

12）鳩間島民Ａ氏によると，鳩間・上原間だけでも船の運

航を望む島民は少なくない（2012 年）．

13）鳩間島民Ｂ氏による（2012 年）．

14）架橋により島内から親島へ通勤可能となり，人口流出

に歯止めがかかるだけでなく，公営住宅等が整備されて

いるとベットタウン化し，子どもや若い世代が増加する

ことがある．野甫島はその一例で，島内に公営住宅や教

職員住宅の戸数が多くある．一方，親島の中心地ではそ

れらが不足しており，その結果人口の維持，増加につな

がっている．

15）鳩間島民Ｃ氏による（2007 年）．

16）鳩間島民Ｄ氏による（2012 年）．

17）鳩間島民Ｅ氏による（2012 年）．なお，仕事での宿泊

客も含まれ，その多くは県内出身者である．観光客に限

ると，さらにその比率は高くなる．

文　献

大見重雄（1988）: 本四架橋と離島振興 ―― 離島性の解消

か橋げたの島か ――．地理，33(3)，27-34．

小濱光次郎 (1996)：『鳩間島追想』小濱光次郎 ，238p．

五味武臣（1984）：石川県鹿島郡能登島町における能登島大

橋架橋に伴う地域変容．金沢大学教育学部紀要（人文科

学・社会科学編），33，21-34．

塩谷裕司（2000）：わが国島嶼空間の現状と課題 ―― 架橋

開通に伴う地域変容 ――．地理科学，55(3)，146-158．

堀本雅章（2009）：小規模離島における学校の役割と住民意

識 ―― 沖縄県竹富町鳩間島の事例 ――．沖縄地理，9，

13-26．

堀本雅章（2010a）：沖縄県竹富町鳩間島における学校の役

割と住民意識．平岡昭利編著：『離島研究Ⅳ』海青社，

193-205. 

堀本雅章（2010b）：小規模離島における学校の役割と住民

意識 ―― 沖縄県宮古島市大神島の事例．法政地理，42，

9-20．

堀本雅章（2011）：架橋に対する住民意識 ―― 沖縄県本部

町水納島と宮古島市大神島を比較して ――．沖縄地理，

11，55-63．

堀本雅章（2012）：沖縄県野甫島住民の日常生活空間と架橋

の賛否に対する住民意識．沖縄地理，12，33-44．

堀本雅章（2013a）：竹富町鳩間島における島民意識と観光

の特色．沖縄地理，13，49-60．

堀本雅章（2013b）：沖縄県慶留間島における架橋に対する

住民意識．新地理，61(2)，61-73．

前畑明美（2005）：島嶼地域における架橋化に伴う社会変容 

―― 沖縄県浜比嘉島を事例として ――．島嶼研究，5，

91-122．

前畑明美（2011）：沖縄・古宇利島における架橋化による社

会変容．人文地理，63(4)，344-359．

宮内久光（2008）：与勝諸島．平岡昭利編：『地図で読み解

く日本の地域変貌』海青社，330-331．

村上和馬（2000）：しまなみ海道筋の光と影 ―― 西瀬戸自

動車道の開通とその影響 ――．地理科学，55(3)，176-

180．

森口　豁 (1999)：『沖縄近い昔の旅 非武の島の記憶』凱風

社 ，296p．

森口　豁 (2005)：『子乞い 沖縄孤島の歳月』凱風社 ，269p．


